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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

 

「Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）」全体表 

№ タイトル 評価項目 
利用者個票からの転記（自己評価の A、B、C、D を記入） 

記述 
① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ ⑨ 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）  

40 

本人主体の暮らし 

本人は、自分の思い、願い、日々の暮

らし方の意向に沿った暮らしができて

いる 

B 
 

B B B B B B B B 
 

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、暮らし

の習慣、特徴など様々な情報をもとに、ケ

ア・支援を受けることができている 

B 
 

B B B B B B B B 
 

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全面・

環境面について、日々の状況をもとに、ケ

ア・支援を受けることができている 

A A A A A A A A A 
 

43 

生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができてい

る 

A B C B A B B B B 
 

44 

本人は、自分のなじみのものや、大切

にしているものを、身近（自室等）に持

つことができている 

B A A A A A B A A 
 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に参

加することができている 

B B B B B B B B B 
 

46 

本人が持つ力の活

用 

本人は、自分ができること・できないこと、

わかること・わからないことを踏まえた、役

割や、楽しみごとを行うことができている 

A A B A A A B B B 
 

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会話

のひと時や、活動場面を日々の暮らし

の中で得ることができている 

B B B B B B B B B 
 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

B C B C A C B B B 

施設に来訪される地域の方との交流（梵天披露

や、行事で来られるボランティアの方）はあるが、

利用者さんが地域住民と交流される機会は少な

いため今後の課題である。 

49 総合 

本人は、この GHにいることで、職員や地

域の人々と親しみ、安心の日々、よりよい

日々をおくることができている 

B B A B B B B B A 
 

 


